
総
合
開
会
式
は
中
止

三
月
十
一
日
午
後
二
時

四
十
六
分
、
東
北
太
平
洋
沖

を
震
源
地
と
す
る
Ｍ
９
の
巨

大
地
震
が
発
生
し
、
東
北
・

関
東
に
甚
大
な
被
害
を
起
こ

し
ま
し
た
。
発
災
後
十
日
を

過
ぎ
た
今
現
在
で
も
、
未
だ

多
く
の
方
の
行
方
が
分
か
ら

な
い
と
い
う
大
変
な
状
況
で

す
が
、
千
葉
県
内
で
も
多
く

の
被
害
が
発
生
し
、
旭
で
は

津
波
に
よ
る
人
的
災
害
も
発

生
し
ま
し
た
。
東
京
湾
岸
地

区
で
も
液
状
化
が
が
起
こ
り
、

浦
安
市
で
は
水
道
等
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
大
き
な
被
害
を

受
け
て
い
る
と
報
道
さ
れ
ま

し
た
。

船
橋
で
も
、
あ
ま
り
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

湾
岸
に
近
い
地
域
で
は
液
状

化
が
発
生
し
、
高
瀬
グ
ラ
ン

ド
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
内
は
、
い
た
る

と
こ
ろ
で
液
状
化
が
起
こ
り

地
下
か
ら
の
砂
の
噴
出
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｂ
面
側
の

被
害
が
大
き
く
、
駐
車
場
入

口
が
崩
壊
し
、
中
へ
入
れ
な

い
状
況
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

高
瀬
グ
ラ
ン
ド
は
当
分
の
間

は
使
用
出
来
な
い
と
思
わ
れ
、

四
月
か
ら
開
催
予
定
の
春
季

大
会
に
も
影
響
が
出
ま
す
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
理
事

会
等
で
詰
め
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
大
震
災
を

う
け
、
三
月
二
十
七
日
に
開

催
予
定
の
春
季
市
民
大
会
総

合
開
会
式
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

二
十
三
年
三
月
十
三
日
、

青
少
年
会
館
に
お
い
て
、
平

成
二
十
三
年
度
の
学
童
部
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
震
直
後
の
こ
と
も
あ
り
、

総
会
に
先
立
つ
春
季
市
民
大

会
の
抽
選
会
に
は
選
手
の
同

行
を
遠
慮
し
て
も
ら
い
、
緊

張
感
た
だ
よ
う
中
始
ま
り
ま

し
た
。

高
瀬
運
動
広
場
の
状
況
報

告
（
別
掲
）
の
あ
と
、
西
部

支
部
の
上
原
さ
ん
（
西
船
ウ
ィ

ン
グ
ス
）
を
議
長
に
、
宮
部

さ
ん
（
丸
山
ベ
ア
ー
ズ
）
、

丸
山
さ
ん
（
藤
上
デ
ィ
ア
ー

ズ
）
を
副
議
長
、
書
記
に
選

出
し
、
議
事
に
移
り
ま
し
た
。

二
十
二
年
度
の
経
過
報
告
、

決
算
報
告
が
あ
り
満
場
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
二
十
三
年
提
案
さ
れ
、

こ
ち
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
（
詳
細
は
別
掲
）
。

最
後
に
、
チ
ー
ム
塁
審
に

替
わ
る
「
運
営
委
員
」
の
説

明
が
あ
り
、
最
後
に
今
回
の

大
震
災
の
被
災
地
へ
学
童
部

と
し
て
義
援
金
を
送
る
こ
と

と
し
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

各
チ
ー
ム
に
協
力
を
依
頼
す

る
と
し
て
散
会
し
ま
し
た
。
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謹んで地震・津波による災害のお見舞い

を申し上げます。

このたびの震災で被災された皆さまに、

心よりお見舞い申し上げます。

被災地の一日も早い復旧をお祈り申し上げます。

高瀬グランドの液状化の状況（3月13日撮影）

派遣試合に関する変更等について

・大会参加費について

市の補助金減額に伴い、今まで学童

部で負担してきた以下の大会の参加費

について、出場チームの負担とする。

日報杯、ろうきん旗、全日本大会千葉

県予選、関東学童、ロッテ旗、友遊ボー

ル、日ハム杯

・東武鉄道杯派遣基準の改正

本大会の開催日程が日ハム杯と重なる

ため、春季大会Ｂリーグの優勝チーム

の代わりに、準々決勝戦で優勝チーム

に敗退したチームを派遣する。

準優勝チーム、第三位チーム（２チー

ム）に加えた４チームを派遣する。

※東葛大会の派遣基準は別掲

学
童
部
で
は
こ
の
た
び
の
大
震
災
の
被
災
地
に
義
援
金

を
送
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次

第
各
チ
ー
ム
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



恒
例
と
な
っ
た
、
ド
コ
モ

野
球
教
室
が
三
月
六
日
、
昨

年
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
た
晴

天
の
下
、
元
西
武
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
石
毛
宏
典
氏
を
特
別
講

師
に
迎
え
若
松
公
園
球
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
ド
コ
モ
野

球
部
の
選
手
、
コ
ー
チ
と
一

緒
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
行
い
、
野
手
、
バ
ッ
テ

リ
ー
に
分
か
れ
、
守
備
、
打

撃
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

実
技
指
導
終
了
後
、
エ
キ

ジ
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
石
毛
特

別
講
師
と
選
手
の
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
対
決
が
あ
り
、
山
口
優

実
さ
ん
（
さ
ざ
ん
か
ポ
ニ
ー

ズ
）
は
石
毛
さ
ん
の
球
を
見

事
に
は
じ
き
返
し
ヒ
ッ
ト
を

打
ち
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
参
加
選
手

を
代
表
し
て
西
習
志
野
グ
リ
ー

ン
フ
ァ
イ
タ
ー
の
高
知
尾
航

也
君
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、

参
加
賞
を
受
け
取
り
、
野
球

教
室
は
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
で
二
回
目
と
な
る
、

東
京
キ
ッ
ズ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ア
カ
デ
ミ
ー
（
東
京
中
日
新

聞
後
援
）
が
二
月
十
三
日
、

若
松
公
園
球
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
低
学

年
を
対
象
と
し
、
大
人
と
一

緒
に
指
導
を
受
け
る
と
い
う

も
の
で
す
。

今
回
も
元
中
日
で
活
躍
し

た
田
野
倉
選
手
を
は
じ
め
元

プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
四
名
が
講
師

を
務
め
て
く
れ
ま
し
た
。
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派遣試合に関する変更等について

その２

・東葛大会派遣基準（新設）について

今まで、大会ごとに各支部に振って

いたものを、２３年度春季大会を船

橋市で開催するのを機に基準を新設

する。

春季大会

春季大会Ａリーグベスト８のうち、

準々決勝戦で、優勝、準優勝チーム

に敗退した２チーム

秋季大会

夏季大会のベスト８チームのうち、

準々決勝戦で、優勝、準優勝チーム

に敗退した２チーム

ド
コ
モ
野
球
教
室

訃

報

平
成
二
十
三
年
二
月

二
十
四
日
、
肥
後
良
太

さ
ん
が
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。肥

後
さ
ん
は
、
三
山

パ
ワ
ー
ズ
の
代
表
と
し

て
、
チ
ー
ム
を
指
導
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
は

東
部
支
部
長
、
二
十
年

度
か
ら
は
学
童
部
常
任

理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
キ
ッ
ズ

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

右

指
導
に
あ
た
る
石
毛
講
師

上

お
礼
の
言
葉
、
高
知
尾
君



中   屋  　弘   貴 夏 見 台 ア タ ッ ク ス
谷   口  　智   哉 夏 見 台 ア タ ッ ク ス
木   澤 　 尚   文 田 喜 野 井 フ ァ イ タ ー ズ
石   田  　愛   里 田 喜 野 井 フ ァ イ タ ー ズ
吉   河  　拓   哉 三 山 パ ワ ー ズ
中野渡    友   樹 三 山 パ ワ ー ズ
門   間  　滉   介 ツ イ ン ド ル フ ィ ン ズ
橋   本  　佳   虎 習 志 野 台 ワ ン パ ク ズ
篠   田   　ヒロト 法 典 コ ン ド ル
渡   邉  　竣   太 前 原 エ イ ト マ ン
大   庭  　麟太郎 西 習 志 野グ リー ン フ ァイ ター
内   山  　拓   哉 さ ざ ん か ポ ニ ー ズ
斉   藤  　雄   介 ツ イ ン ド ル フ ィ ン ズ
平   内  　悠   汰 三 山 ス ワ ロ ー ズ
山   田  　海   斗 習 志 野 台 ス タ ー ズ
岡   野  　大   我 田 喜 野 井 タ ー キ ー ズ
小   泉  　尚   輝 西 習 志 野グ リー ン フ ァイ ター
稲   毛　      　翔 高 郷 ス タ ー ズ
太   田  　優   作 西 船 ウ ィ ン グ ス
山   口  　将   弘 塚 田 ク ラ ブ
今   井  　正   知 牡 鹿 台 デ ィ ア ー ズ
渡   部  　遥   大 夏 見 台 ア タ ッ ク ス
佐々木  　稜   友 宮 本 ビ ー バ ー ス
三   好　  航   平 海 神 ス パ ロ ー ズ
植   草　  雄   大 西 海 ド ラ ゴ ン ズ
菅   谷     　 　慎 夏 見 パ ワ ー ズ
池   田　  将   太 金 杉 台 ジ ュ ニ ア シ ー ダ ー ス
鈴   木  　健   太 八 木 が 谷 ノ ン コ
中   村　  嘉   貴 神 保 イ ー グ ル ス
館   野  　悠   斗 大 穴 ペ ガ サ ス

平成２２年度　優秀選手

千
葉
県
少
年
野
球
連
盟
の

創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
、

祝
賀
会
が
平
成
二
十
三
年
二

月
十
二
日
千
葉
市
中
央
区
内

の
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー

千
葉
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
四
十
周
年
記
念

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
船
橋

市
野
球
協
会
学
童
部
は
他
の

団
体
と
と
も
に
感
謝
状
の
贈

呈
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

特
別
功
労
賞
を
藤
田
慎
介
事

務
局
長
、
功
労
賞
を
村
山
一

雄
副
理
事
長
が
受
け
ま
し
た
。

学
童
野
球
の
指
導
等
に
十
五

年
以
上
携
わ
っ
た
方
に
対
す

る
永
年
表
彰
で
は
船
橋
市
の

一
七
七
名
を
代
表
し
て
荒
井

儀
一
さ
ん
（
宮
本
ビ
ー
バ
ー

ス
）
が
感
謝
状
の
授
与
を
受

け
ま
し
た
。

な
お
、
市
内
永
年
表
彰
の

感
謝
状
は
、
三
月
十
三
日
の

総
会
時
に
各
支
部
を
通
じ
て

手
渡
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
二
十
三
日
、
支
部

対
抗
の
合
間
を
縫
っ
て
二
十

二
年
度
の
優
秀
選
手
野
表
彰

式
が
あ
り
ま
し
た
。

春
季
・
夏
季
・
秋
季
大
会

の
ベ
ス
ト
４
チ
ー
ム
及
び
各

支
部
か
ら
推
薦
さ
れ
た
三
十

名
の
六
年
生
が
門
脇
副
理
事

長
よ
り
表
彰
状
と
メ
ダ
ル
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
回
目
を
迎
え
た
、
オ
ー

ル
船
橋
レ
デ
ィ
ー
ス
と
八
千

代
選
抜
と
の
親
善
試
合
は
、

十
二
月
五
日
高
瀬
球
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
、
当
初
二
十
三

日
若
松
で
開
催
す
る
予
定
で

し
た
が
、
当
日
グ
ラ
ン
ド
不

良
の
た
め
日
程
を
変
更
し
て

の
開
催
で
し
た
。

こ
の
た
め
か
、
オ
ー
ル
船

橋
は
選
手
が
少
な
く
、
不
利

が
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
七

対
四
で
逃
げ
切
り
、
五
連
勝

を
達
成
、
通
算
成
績
を
十
勝

一
敗
と
し
ま
し
た
。
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県
野
球
連
盟
創
立
四
十
周
年

千
葉
市
内
で
開
催

千葉県野球連盟四十周年感謝状受賞者

株式会社千葉銀行

株式会社千葉日報社

中央労働金庫千葉県本部

株式会社幕張メッセ

株式会社千葉ロッテマリーンズ

ナガセケンコー株式会社

トップインターナショナル株式会社

株式会社君津住宅

社団法人千葉県接骨師会

株式会社共同写真東京支社

財団法人千葉県高等学校野球連盟

千葉県中学生野球連盟

千葉県自動車整備振興会

株式会社ビッグコーポレーション

藤田 耕司（千葉川鉄病院）

市川 静夫（千葉川鉄病院）

株式会社さくら印刷

成田高等学校野球部

読売新聞東京本社千葉支局

東京新聞千葉支局

成田市少年野球連盟

袖ケ浦市少年野球連盟

市原市少年野球連盟

船橋市野球協会少年学童部

千葉市少年軟式野球協会

八千代市少年野球連盟

習志野市少年野球連盟

市川市少年野球連盟

鎌ヶ谷市少年野球連盟

四街道市少年野球連盟

東総地区少年野球連盟

山武市少年野球連盟

平川ファイターズ（千葉市）

江藤 省三（慶応大学野球部監督）

中日新聞東京本社

（順不同・敬称略）



第３４回春季市民野球大会少年学童の部 優 勝 夏 見 台 ア タ ッ ク ス 南部支部

（春季大会）Ａリーグ 準 優 勝 田 喜 野 井 フ ァ イ タ ー ズ 東部支部

第 ３ 位 三 山 パ ワ ー ズ 東部支部

第 ３ 位 ツ イ ン ド ル フ ィ ン ズ 東部支部

第３４回春季市民野球大会少年学童の部 優 勝 西 船 ウ ィ ン グ ス 西部支部

（春季大会）Ｂリーグ 準 優 勝 習 志 野 サ ン デ ー ズ 東部支部

第 ３ 位 法 典 コ ン ド ル 西部支部

第 ３ 位 み ゆ き フ ァ ル コ ン ズ 東部支部

第３５回船橋市少年学童野球選手権大会 優 勝 田 喜 野 井 フ ァ イ タ ー ズ 東部支部

（夏季大会） 準 優 勝 夏 見 台 ア タ ッ ク ス 南部支部

第 ３ 位 習 志 野 台 ワ ン パ ク ズ 東部支部

第 ３ 位 法 典 コ ン ド ル 西部支部

第３５回秋季市民野球大会少年学童の部 優 勝 さ ざ ん か ポ ニ ー ズ 北部支部

（秋季大会） 準 優 勝 三 山 パ ワ ー ズ 東部支部

第 ３ 位 西習志野グリーンファイター 東部支部

第 ３ 位 前 原 エ イ ト マ ン 東部支部

第３３回船橋市少年学童野球新人大会 優 勝 習 志 野 台 ワ ン パ ク ズ 東部支部

（新人大会） 準 優 勝 西 船 ウ ィ ン グ ス 西部支部

第 ３ 位 習 志 野 サ ン デ ー ズ 東部支部

第 ３ 位 夏 見 パ ワ ー ズ 南部支部

第１８回船橋市少年学童野球低学年大会 優 勝 三 山 ス ワ ロ ー ズ 東部支部

（低学年大会） 準 優 勝 さ ざ ん か ポ ニ ー ズ 北部支部

第 ３ 位 宮 本 ビ ー バ ー ス 南部支部

第 ３ 位 ツ イ ン ド ル フ ィ ン ズ 東部支部

支部対抗戦 優 勝 西 部 支 部

準 優 勝 東 部 支 部

第 ３ 位 北 部 支 部

第 ４ 位 南 部 支 部

派遣大会

千葉県少年野球大会 春季Ａリーグベスト４ 田喜野井ファイターズ 準優勝

（千葉日報杯） （アタックスが全日本 三山パワーズ

出場のため、大穴ペガ ツインドルフィンズ ベスト８

サスが繰り上げ） 大穴ペガサス

千葉県少年野球選手権大会 夏季大会ベスト４ 田喜野井ファイターズ 第３位

（ろうきん旗） 夏見台アタックス ３回戦

習志野台ワンパクズ ２回戦

法典コンドル ２回戦

千葉県少年野球低学年大会 低学年上位２チーム 三山スワローズ ２回戦

（ロッテ旗） さざんかポニーズ

地域対抗六年生選抜大会 船橋選抜チーム 準優勝

全日本学童千葉県大会 春季Ａ優勝 夏見台アタックス 優勝

協会主催 関東学童千葉県大会 春季Ａ準優勝 田喜野井ファイターズ

全日本学童軟式野球大会 県大会優勝 夏見台アタックス ３回戦

関東学童秋季千葉県大会 春季Ｂリーグ優勝 西船ウィングス ２回戦

東部鉄道杯 春季Ｂリーグベスト４ 西船ウィングス 第３位

　野田線沿線大会 習志野サンデーズ ３回戦

法典コンドル ２回戦

みゆきファルコンズ 準優勝

五市親善 支部持ち回り 南部支部選抜

西部支部選抜 準優勝

準派遣大会

東葛大会（春） 学童部（支部）推薦 田喜野井ファイターズ

東葛大会（秋） 学童部（支部）推薦 二和タイガース

その他

連盟主催

平
成
二
十
二
年
度
の
学
童

部
主
催
大
会
及
び
派
遣
大
会

等
の
結
果
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

今
年
度
は
、
学
童
部
主
催

各
大
会
で
全
て
違
う
チ
ー
ム

が
優
勝
を
し
て
お
り
、
昨
年

と
は
違
う
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

県
大
会
で
は
、
全
日
本
学

童
千
葉
県
大
会
で
夏
見
台
ア

タ
ッ
ク
ス
が
優
勝
、
日
報
杯

で
は
、
田
喜
野
井
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
が
準
優
勝
、
ツ
イ
ン
ド
ル

フ
ィ
ン
ズ
も
ベ
ス
ト
８
に
入

賞
し
、
ろ
う
き
ん
旗
大
会
で

も
田
喜
野
井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

が
三
位
入
賞
、
最
後
の
地
域

対
抗
六
年
生
選
抜
大
会
で
は

船
橋
選
抜
が
準
優
勝
を
飾
り
、

船
橋
勢
の
強
さ
を
実
感
す
る

一
年
で
し
た
。

ま
た
、
五
市
親
善
大
会
で

は
、
西
部
支
部
選
抜
選
抜
チ
ー

ム
が
昨
年
の
北
部
支
部
に
続

き
準
優
勝
し
ま
し
た
。
船
橋

市
は
平
成
十
八
年
の
南
部
支

部
選
抜
が
準
優
勝
し
て
以
来
、

十
九
年
東
部
支
部
、
二
十
年

南
部
支
部
の
二
連
覇
を
含
め
、

五
年
連
続
決
勝
戦
進
出
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

（
下

二
十
二
年
度
五
市
親

善
大
会
・
浦
安
市
）
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